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NY マーケットレポート（2018 年 12 月 3 日） 
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NY市場レポート 

 

≪ NY市場概況 ≫ 

NY 市場では、米長期金利の低下を受けて、序盤はドル売りが先行した。また、イタリアの首相が、財政赤字

を 2％未満に抑える方向で取り組んでいないと発言したことから、ユーロも軟調な動きとなった。その後、

ISM 製造業景況指数が予想を上回ったことや、米主要株価が軒並み上昇したことを受けて、ドル円・クロス

円は堅調な動きとなった。ただ、米 10年債利回りが 3％割れまで低下したことや、株価が上げ幅を縮小した

ことから、終盤にはやや上値の重い動きとなった。 

 

主要な米経済指標結果 

11 月 ISM 製造業景況指数 59.3（予想 57.5・前回 57.7） 

11 月の ISM 製造業景況指数は、市場予想を上回り、前月から 1.6 ポイント上昇しとなった。18 業種のうち、

成長を示したのは前月同様 13 の業種にとどまった。生産は 60.6（前月 59.9）、新規受注は 62.1（57.1）、在

庫は 52.9（50.7）、雇用は 58.4（56.8）と前月から上昇したが、仕入れ価格は 60.7（前月 71.6）大きく低下

した。 

 

出所：Bloomberg 
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10 月建設支出（前月比） -0.1％（予想 0.4%・前回 0.0%⇒-0.1％） 

10 月の米建設支出は、年率換算で前月比-0.1％の 1兆 3088億 4800 万ドルとなり、市場予想を下回った。前

年比では+4.9％だった。民間の建設支出は、前月比-0.4％の 9986億 9200 万ドル、前年比では+3.9％だった。

民間の住宅建設が、前月比+0.5％の 5389 億 5800 万ドル、住宅以外の建設は-0.3％の 4597 億 3300 万ドル。

商用施設と医療関連が減少、オフィスは増加した。連邦政府など公共部門の建設支出は、前月比+0.8％の 3101

億 5600万ドルだった。 

 

出所：Bloomberg 

 

要人発言 

ブレイナード FRB理事 

・金融政策正常化により市場流動性は損なわれない 

・市場は、過去数年に発生した複数の短期的な混乱をしっかりと乗り切ってきた 

・明確な材料なしに相場が急激に変動する可能性があることは引き続き懸念材料 

・価格や流動性の衝撃が急速なペースで複数の市場や取引の場に波及し、金融安定にリスクを及ぼす 

可能性が存在することを浮き彫りにしている 

 

ムニューシン米財務長官 

・トランプ大統領が米中協議をリード 

・両首脳が構造上の問題 142 項目について具体的に意見交換した 

・トランプ大統領は、先週のパウエル FRB 議長の発言を気に入った 
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クラリダ FRB 副議長 

・米経済は健全に推移 

・FRBは 2つの使命達成に邁進 

・金融当局は物価上昇率がインフレ目標の上下両方向に外れることがないよう取り組んでいる 

・米金融当局が目標とする２％をわずかに上回るインフレ率は許容される 

・2％前後を境に対称な目標を置いている 

・2％は上限という意味ではない。過去に 2％を下回ったことも、2％を上回ったこともあり、それは 

ショック次第だ 

 

米主要株価は軒並み大幅続伸 

米株式市場は、12/1の米中首脳会談で関税の引き上げ発動が保留されたことや、輸入自動車への関税撤廃で

中国が同意したことで、貿易摩擦激化への懸念が後退したことを受けて、主要株価は堅調な動きとなった。

ダウ平均株価は、序盤から堅調な動きとなり、一時前週末比 441 ドル高まで上昇した。その後は、やや上げ

幅を縮小したが、287 ドル高で終了し、11 月上旬以来、約 3 週間ぶりの高値水準となった。一方、ハイテク

株中心のナスダックは 110.98 ポイント高となり、1.5％以上の上昇となった。 

 

出所：Bloomberg 
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出所：データを基に SBILMが作成 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


